
【建築概要】

所在地 宇部市常盤町一丁目

設計監理 佐藤総合計画・美建築

設計共同企業体

施工/建築主体工事

宇部工業・塚原建設・沖村建設

共同企業体

施工/電気設備工事

鶴谷秀電社・前村電気工事

共同企業体

施工/機械設備工事

大栄建設・富士管工共同企業体

工期 2023年10月～2025年5月

用途 事務所(庁舎)・集会所・

構造 鉄骨造（耐震構造）/地上3階

敷地面積 15,513㎡

建築面積 2,029㎡

延べ面積 3,327㎡

まち＋人＋環境＋匠＋アート／100年目の宇部市から未来へつながる新たなる庁舎

宇部市は、産・官・学・民が協働して、循環型社会の構築に幅広く取り組み、環境共生都市づくりを推

進している。この、宇部の特徴ある市民活動がまちに溢れ出るとともに、誰もが気軽に訪れやすい新庁舎

となることを目指した。新庁舎は本庁舎棟(2022年に完成)とこの度完成した市民交流棟からなり、市民交

流棟には市民の様々な活動ニーズに応えた交流ホール、市民活動支援センター、多目的スタジオ、会議室、

コンビニ、食堂、屋上テラス、庁舎広場などを設けている。

また、計画地は「緑の軸/常盤通り」と「水の軸/真締川」が交差する、まちづくりで重要な場所に位置

している。これらの軸に導かれる人の流れや自然・風景を庁舎づくりに取り込み、宇部のまちづくりを先

導する庁舎とするため、敷地西側には、親水公園と一体となる広場(今年度完成予定)を設け、新庁舎と広

場が一体となった市の中心拠点として、市民が憩い、交流し、未来を育む場としている。

平常時と非常時（BCP）、カーボンニュートラルとウェルネスがシームレスな庁舎

新市庁舎は、先進的な省CO2技術をバランスよく導入してZEB Readyを達成し、環境先進都市づくりの先

導的役割を担うことを目指した。単なるZEB Readyの実現だけではなく、これからの庁舎の在り方を先導

する庁舎を目指した。テーマは誰もが安全・快適に利用できるウェルネスで平常時に省CO2な建築・設備

機能が、非常時には防災拠点機能として有効に働くシームレスな庁舎の実現を掲げた。

緑の軸/常盤通りから見た市民交流棟南側外観、奥は本庁舎棟

宇部市新庁舎の位置図

our work
宇部市新庁舎　市民交流棟

設計監理
㈱佐藤総合計画
https://www.axscom.jp

㈱美建築設計事務所
http://bikenchiku.com
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市民交流棟/左側と本庁舎棟/右側の中心にある正面玄関

東側外観/正面玄関

緑の軸/常盤通りに市民交流棟の活動が溢れ出る

南側外観/夜景

｢積み重ね｣を表現し、日射負荷低減に寄与する外観

常盤通り沿いのウォーカブル事業と調和した外観

南側外観

エントランスホール 交流ホール

本庁舎棟と市民交流棟をつなぐエントランスホール 市民活動の場となる「まちなかの大きなロビー」

西側外観完成イメージ/2025度広場完成予定

真締川親水公園と一体となり、市の中心拠点として市民が憩い、交流し、未来を育む場となる

南側入口廻りの外観
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